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接尾辞 -ableの考察─認知メカニズムの観点から※

高 橋 勝 忠  
海 見 沙 織

0．はじめに
　接尾辞 -ableの意味を考えると、非常に興味深い現象がある。例えば、
readableは「読むことができる」の他に「読んで面白い」といった意味があ
り、drinkableには「飲むことができる」の他に「飲むのに適した、飲んで
おいしい」という意味が存在する。共に後者の意味は、単に基体と接尾辞の
意味を組み合わせるだけでは予測することが困難な拡張された意味を持って
いる。本論では、他動詞に付加する接尾辞 -able（V-able）に焦点を当て、そ
の意味拡張の方向性について考察する。

1．V-ableのプロトタイプ的意味と意味拡張
　まず、接尾辞 -ableのプロトタイプ的意味と意味拡張について確認しよう。
プロトタイプ的意味とは、ある語の中で一番基本的な意味のことであり、最
も制約が少なく自由に使えるという特徴を持っている。意味拡張とは、プロ
トタイプ的意味からより特異な意味へ変化し、使用に制限がかかることをい
う。V-ableのプロトタイプ的意味と拡張された意味は、次のようにまとめら
れる。

⑴
V-able 〈プロトタイプ的意味〉 〈拡張された意味〉
readable 読まれることができる（読める） 読んで面白い
drinkable 飲まれることができる（飲める） 飲んでおいしい、
  飲むのに適した
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teachable 教えられることができる（教えられる） よく教えを聞く、
  学習能力のある
washable 洗われることができる（洗える） 洗濯のきく
comparable 比較されることができる（比較できる） 似ている
eatable 食べられることができる（食べられる） 食べるのに適した
livable 住まれることができる（住める） 住むのに適した

⑴からも分かるように、V-ableのプロトタイプ的意味は「…されることがで
きる」であり、拡張された意味はプロトタイプ的意味と比べて、＋αの意味
を持つようになる。これは、使用の面から見ても明らかである1。

⑵　a. Water/Hydrochloric acid is drinkable.
　　b. Water/＊Hydrochloric acid is drinkable.

（2a）は、プロトタイプ的意味の「飲める」という意味である。（2a）では、
水も塩酸も飲もうと思えば飲むことができる。しかしながら、（2b）の拡張
された「飲んでおいしい」という意味になると、塩酸の方は飲料用ではない
ため容認されなくなる。

接尾辞 -ableの意味について、竝木（1987）は次のようにまとめている。

⑶
①「…されることができる（受身＋可能）」
e. g. avoidable, drinkable, understandable, reachable
②「…するに適した、…する価値がある（能動＋可能）」
e. g. laudable, admirable
③「…されるべきである（受身＋当然）」
e. g. punishable, deplorable, blamable, regrettable
④「…しやすい（傾向）」
e. g. fatiguable, changeable, perishable, variable
⑤その他
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e. g. knowledgeable（博識の），sizable（かなりの），fashionable（流行
の），copyrightable（著作権を取得できる）

⑶の④「…しやすい（傾向）」は、接尾辞 -ableが基体に自動詞または名詞を
とった場合の意味で、⑤のその他は名詞の場合なのでここでは言及しない。
すると、本論で焦点を当てている他動詞を基体にとる接尾辞 -ableの意味は
⑶の①から③までということになり、①「…されることができる（受身＋可
能）」がプロトタイプ的意味、②「…するに適した、…する価値がある（能
動＋可能）」と③「…されるべきである（受身＋当然）」が意味拡張というこ
とになる。竝木（1987）は、意味拡張の②と③は基体動詞の評価性に基づき
分類している。それによると、②の意味を持つ接尾辞 -ableの基体動詞は
laudや admireなどプラス評価を含意し、反対に③の意味を持つ接尾辞
- ableの基体動詞は punishや blameなどマイナス評価を含意している。し
たがって、基体動詞がプラスかマイナスかによって拡張された意味を捉えるこ
とができることになる。しかしながら、反例も見つかる。例えば、readable/

drinkableは「読む／飲む価値がある」という②の意味に分類されるが、そ
の基体動詞の評価性はというとプラスやマイナスを持たない中立である。ま
た、honorable/respectableはどちらも「尊敬すべき」という③の意味であ
るが、基体動詞の評価性はマイナスではなくプラスになっていることが指摘
できる。よって、基体動詞の評価性に基づく分類では意味拡張を説明するこ
とは難しいことが言える。

2．仮説と分析
　それでは、意味拡張はどのように捉えることができるだろうか。分析する
に当たって一つの仮説を立ててみる。

⑷　拡張した意味を持つ V-ableの基体動詞は結果状態を含意する。
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⑷は基体動詞の意味と接尾辞の意味を組み合わせただけでは捉えられない意
味の V-ableは、その動詞の結果状態が現れているからではないか、という
ものである。
　結果状態とは何か─まず動詞の意味特性から見ていくことにしよう。例え
ば、「切る」という動詞には、認知的に捉えると次のようなプロセスがある。

⑸ジョンは包丁でスイカを真っ二つに切る

 〈行為〉 包丁の刃をスイカにあて、力を加える
 ↓
 〈変化〉 スイカに切れ目ができてくる
 ↓
 〈結果状態〉 スイカが真っ二つに割れる

「切る」という動作は一瞬で終わるが、スローモーションにして見てみると
3つのプロセスが存在する。まず、ジョンが包丁を持ってスイカを切ろうと
する〈行為〉の段階、そして、包丁がスイカに入っていき徐々に切れ目が深
くなっていく〈変化〉の段階、そして、ついに包丁が最後まで入りスイカが
二つに割れる─つまり、「切る」という動作により生じる〈結果状態〉の段
階である。このように、〈行為〉→〈変化〉→〈結果状態〉の行為連鎖を持つ動
詞を一般的に達成動詞と呼ぶ。
　行為連鎖の中で、動詞がどの段階に属するかによって 4つに分類すること
ができる。これを抽象的に理論化したものが、語彙概念構造（LCS）という
ものである。

⑹　a．状態動詞（stative verb）
　　［st at e［y BE AT-［  ］z］
　　b．到達動詞（achievement verb）
　　［event  BECOME［st at e［  ］y BE-AT［  ］z］
　　c．活動動詞（activity verb）
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　　［event［  ］x ACT ON-［  ］y］
　　d．達成動詞（accomplishment verb）
　　［event［  ］x ACT ON-［  ］y］CAUSE［event  BECOME［state［  ］y BE AT-［  ］z］

（影山 1999；伊藤・杉岡 2002）

　（6a）の状態動詞（stative verb）は BE ATの述語をもち、yは物理的ある
いは抽象的に zにあるという意味を表す。ここでの ATは前置詞全般を表し
ている。この類には、存在を表す exist, live（z＝場所）や状態の resemble, 

flourish, know, 所有の have（z＝所有物）などがある。これは、行為連鎖の〈結
果状態〉に当たる。
　（6b）の到達動詞（achievement verb）は BECOMEの述語に（6a）の状
態動詞が組み込まれた形になり、yはある状態へ変化することを表している。
ここには、fall, die, emergeなどが当てはまり、行為連鎖では〈変化〉→〈結
果状態〉の段階に属する。
　（6c）の活動動詞（activity verb）は、ACT-ONという述語を持つ。ただし、
ON-［  ］y（点線部）は任意であることを表し、ACTには walk, runのような
自動詞が含まれる。また、ACT-ONには kick the wall, hit the ballなど目的語
を伴う他動詞がある。活動動詞では、対象物へ変化を与えることは含意され
ておらず、この点が達成動詞と異なる。よって、活動動詞は〈行為〉のみと
捉えることができる。
　（6d）の達成動詞（accomplishment verb）は、CAUSEという述語に（6c）
と（6b）が組み込まれたもっとも複雑な形をしている。これは、xの yに対す
る何らかの活動（x ACT ON-［  ］y）が、yが zである状態（［  ］y BE AT ［  ］z）
の変化（BECOME）を引き起こす（CAUSE）ということを表している。達
成動詞には、build a house, break the windowなどが含まれ、〈行為〉→〈変化〉
→〈結果状態〉の過程を持つことになる。
　⑹を図式化すると、次のようにまとめられる。
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⑺
  達成動詞

行為（ACT ON） 変化（BECOME） 結果状態（BE）

 活動動詞  到達動詞
    状態動詞

⑹と⑺に基づき、接尾辞 -ableが付加する動詞を分類してみよう。

⑻

動詞の種類 基体 V V-able

状態動詞 live, like, lament, despise livable, likable, 
lamentable, despisable

到達動詞

活動動詞 read, teach, drink, watch readable, teachable, 
drinkable, watchable 

達成動詞 build, cut, break buildable, cuttable, breakable

⑻から、接尾辞 -ableの基体は、到達動詞以外の状態・活動・達成動詞と言
うことが分かる。しかしながら、これでは⑷の仮説が成り立たなくなってし
まう。そこで、今度は動詞の違いを明らかにし、接尾辞 -ableの基体動詞は
結果状態を有することを確認していく。
　まず、状態・到達動詞と活動・達成動詞の違いは行為者による意図的な活
動（ACT ON）の有無にあると言える。意図的な活動があるものを［+スル］、
ないものを［-スル］と表記する。

⑼＊John fell in ill carefully/deliberately.
⑽ John read the book carefully/deliberately
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⑼は到達動詞、⑽は活動動詞である。意図性を表す carefully/deliberatelyを
挿入すると、⑼の「ジョンは入念に／慎重に病気になった」は容認されなく
なる。対して、⑽では「ジョンは入念に／慎重に本を読んだ」は変わらず容
認される。したがって、状態・到達動詞は意図性を表すことはできない 

［-スル］、活動動詞・達成動詞は［+スル］という性質を持つことが分かる。
　次に、活動動詞と達成動詞の違いを見てみよう。これは、状態の変化
（BECOME）の有無にある。状態の変化があるものを［+ナル］、ないものを
［-ナル］と表記する。

⑾　a．John reads books.
　　b．John read the books in two hours.
⑿　a．John drinks water.
　　b．John drank the water in ten minutes.

　（11a）と（12a）は活動動詞であり、単に活動（ACT ON）のみを表して
いる。そこに in two hours/in ten minutesのような副詞句を挿入すると、（11b）
と（12b）は状態の変化が現れ、結果状態を含む達成動詞になる。よって、
活動動詞は修飾句により［-ナル］から［+ナル］へと変化することが分かる。
これにより、⑻の表で分類された活動動詞は、結果状態（BE）を有する達
成動詞になることが確認できた。
　しかしながら、ここでまた新たな問題点が上がる。それは、状態動詞は 

［+スル］［+ナル］の性質を持たないということである。状態動詞は本来、 
［-スル］［-ナル］であるため、下記のような文は不適切となる。

⒀＊John likes your son carefully/deliberately.
⒁＊John likes your son in ten minutes.

　ここで再分析として、影山（2001：220）の自己制御性（controllability）が
関連すると思われる。自己統御性とは、動詞の主語が意識して、その行為を
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コントロールすることである。

⒂ John {was able to} like your son.
⒃ John {was able to} live in Chicago.

このように状態動詞であっても、be able toを付加することによって、主語
の意図を表す［+スル］動詞にすることができる。また、副詞句を挿入すれ
ば［+ナル］動詞にすることができる。

⒄ John was able to like your son in ten minutes.
⒅ John was able to live in Chicago in two years.

⒄や⒅では、「好きになろう」や「住もう」という行為（ACT ON）が押し
進められ、「好きになる」や「住む」という結果状態（BE）を有するように
なる。これにより、接尾辞 -ableが付加する基体動詞は、全て〈行為〉→〈変化〉
→〈結果状態〉を持つということが明らかになった。
　それでは、readableの「読むことができる」と「読んで面白い」や
drinkableの「飲める」と「おいしく飲める」の意味関係はどう捉えること
ができるのか。
　readと drinkは、共に次のようなプロセスを持つ。

⒆ John reads the books.

 〈行為〉 本を開け、読む
 ↓
 〈変化〉 内容を理解し、読み進める
 ↓
 〈結果状態〉 本を読み終える

⒇ John drinks water.
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 〈行為〉 水を飲む
 ↓
 〈変化〉 飲み続け、残りが少なくなっていく
 ↓
 〈結果状態〉 飲み終える

　⒆と⒇の結果状態は、その動作の結果の感想を持つはずである。例えば、
⒆では、その本を読んだ結果「面白かった／読みやすった／ためになった」
などが出てくるであろう。⒇では、水を飲んだ結果「おいしかった／飲みや
すかった」などを表すであろう。この達成動詞の結果状態の部分は、接尾辞
-ableを付加することで引き出されるものと考えることができる。

21 The book is readable.

 〈行為〉 本を開け、読む
 ↓
 〈変化〉 内容を理解し、読み進める
 ↓
 〈結果状態〉 本を読み終える
  ＝面白い、読みやすい、ためになった

� The water is drinkable.

 〈行為〉 水を飲む
 ↓
 〈変化〉 飲み続け、残りが少なくなっていく
 ↓
 〈結果状態〉 飲み終える
  ＝おいしかった／飲みやすい

つまり、プロトタイプ的意味は行為の部分に焦点をあて、意味拡張された意
味は結果状態の部分に焦点を当てていることになる。意味拡張の方向性を特
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徴づける一つの方法として、行為─動作の起点か結果状態─行為の着点かど
うかが挙げられる。我々の視点は、動作の一部に焦点を当て、言語化してい
るということが言える。

注

※本稿は10月26日開催の京都女子大学英文学会の席上で海見が同タイトルで口頭発表した
内容に加筆修正を行い、発展させたものである。
1．（2a, b）の例は、ディヴィット・リー．2006．第13章「創造性と意味の性質」『実例で
学ぶ認知言語学』（Cognitive Linguistics An Introduction）大修館書店を参考。
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